
厘菫幸晨 ｏ
。

３

一
客

１

１

Ｎ

Ｉ
由

一
●

一平

・
・　

・
月号

だ
ん
で
新
春
の

行
れ
知
を
申
Ｌ
上
げ
ま
す

子
戌
十
二
年

↑
３
ロ
ロ
キ
）
え
ュ

市

浦

村

役

場

▲健康増進施設 (タ ラソテラピー)完成予想図

省
林

余  
大 奈 三 白 鳴 中 成 三 古 桑 木 山 工 高

内  田  沢 良 和 川 海 居 田 和 川 野 村 田 藤 松

清 宗 一  ふ 勝 徳 隆 文 松 義 省  邦 義 勝 誠 隆
み            一

春 輝 雄  子 義 衛 治 保 男 正 勝 徹 夫 光 明 郎 三

村
　
　
　
　
　
　
長

助
　
　
　
　
　
　
役

収

　

　

ヤ人
　

　

役

教

　

　

去同
　

　

長

総

務

課

長

企

画

財

政

課

長

住

民

福

祉

課

長

経

済

観

光

課

長

建

　

工畝
　

課

　

長

教

　

六日
　

次

　

長

安
束

の
里
振
興
室
長

議

会

事

務

局

長

―ｌｉ
民
福
祉
課
副
参
事

ア
ト

ム
保

育

回

長

市

浦

診

療

所

内

科

医

師

歯

科

医

師

津
軽
北
部
広
域
事
務

組
合
市
浦
消
防
署
長
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市 浦 村 長

高 松 隆 三

健
康
を
村
の
文
化
に

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

九
が
三
つ
も
並
ん
だ
年
か
ら
、
〇

が
三
つ
も
揃
っ
た
縁
起
の
い
い
年
に

世
紀
末
か
ら
新
世
紀
へ
―
―

こ
の
歴
史
的
転
換
の
年
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
わ
が
村
の
宿
命
と
い
わ

れ
て
来
た

「山
美
し
く

。
人
貧
し
」

か
ら
、
そ
の
自
然
の
色
濃
い
空
間
に

幸
せ
と
い
う
絵
を
描
き
、
「心
の
過
疎
」

か
ら
の
脱
却
と

「生
き
が
い
の
創
造
」

を
め
ざ
し
て
ガ
ン
バ
リ
た
い
と
思
い

黄
昏
は
人
々
を
瞑
想
の

世
界
へ
と
誘
い

燃
え
る
夕
陽
は
や
が
て

太
陽
と
な
り
万
物
を
照
ら
す

こ
の
朝
日
も
夕
陽
も
と
も
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
わ
が
村
の
大
自
然
は
、

現
代
病
に
疲
れ
き
っ
て
い
る
人
々
を

癒
し
て
く
れ
る
オ
ア
シ
ス
で
も
あ
り

こ
の
自
然
の
治
癒
力
を
活
か
し

「健
康
を
村
の
文
化
」
に
し
た
い
、
こ

れ
が
私
の
付
長
三
期
目
に
臨
む
基
本

理
念
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
昨
年
は
、
訪
問
看
護
や
在

宅
診
療
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
下

水
道

（十
三
地
区
）
の
工
事
も
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
の
新
時
代
、
高
齢
者

の
大
衆
化
時
代
を
迎
え
、
こ
こ
ろ
と

健
康
の
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
味
わ
い
な

が
ら
健
康
な
体
を
つ
く
つ
て
い
た
だ

く
た
め
、
「癒
し
の
海
」
と
し
て
人
気

の
高
い
海
水
治
療
温
泉

・
タ
ラ
ソ
テ

ラ
ピ
ー
の
建
設
工
事
に
も
着
手
し
ま

海
水
に
は
、
二
万
五
千
種
類
も
の

ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
居
り
、
こ
の

海
水
を
三
十
五
度
か
ら
三
十
七
度
位

の
低
温
で
使
う
と
長
時
間
人
浴
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
海
水

に
含
ま
れ
て
い
る
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル

シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
硫
酸
塩

な
ど
、
様
々
な
栄
養
素
が
イ
オ
ン
化

し
て
電
解
液
に
な
っ
て
体
内
に
吸
収

さ
れ
、
毛
細
血
管
を
通
し
て
ミ
ネ
ラ

ル
を
必
要
と
し
て
い
る
体
の
組
織
に

送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ウ
マ
チ

や
糖
尿
病
や
循
環
系
障
害
、
皮
膚
病

な
ど
に
効
果
が
あ
る
ほ
か
、
疲
労
回

復
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
つ
な
が

り
、
塩
分
濃
度
を
高
く
す
れ
ば
、
浮

遊
体
験
も
で
き
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
競
輪
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
、

ル
イ
ソ
ン
　
ボ
ベ
選
手
が
タ
ラ
ツ
テ

ラ
ピ
ー
で
骨
折
事
故
か
ら
早
期
回
復

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
Ｆ
ｌ
レ

ス
タ
ー
選
手
の
利
用
が
増
え
、
日
本

で
も
オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ
ー
選
手

居
り
、
当
村
の
海
水
温
泉
プ
ー
ル
も

必
ず
や
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
も
の
と
信
じ
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
特
養
ホ
ー
ム
の
建

設
や
老
人
家
庭
へ
の
テ
レ
ビ
電
話
の

設
置
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど

も
検
討
し
て
お
り
、
「健
康
と
や
す
ら

ぎ
の
里
」
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
い

ま
わ
が
村
は
着
実
な
あ
ゆ
み
を
続
け

ま
た
生
産
基
盤
の
充
実
を
は
か
る

た
め
大
田

・
桂
川
地
区
の
圃
場
整
備

事
業
や
河
川
改
修
、
十
三
湊
漁
港
の

建
設
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
全
力
投

球
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
千
年
紀
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
も
あ
る
の
で
そ
の
記
念
事
業

と
し
て
、
人
百
年
前
の
十
三
湊
の
歴

史
の
検
証
と
遺
跡
発
掘
十
周
年
を
総

括
す
る
た
め

「
日
本
再
発
見

・
中
世

十
三
湊

フ
オ
ー
ラ
ム
」
や
北
方
世
界

の
風
土
に
根
ざ
し
た

「
十
三
湖
姫
神

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
、
全
国
に

情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ

さ
ら
に
、
か

つ
て
の
津
軽
半
島
は
、

三
内
九
山
や
十
三
湊
遺
跡
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
異
文

化
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
独
自
の
エ
ネ

ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
生
活
文
化
圏
を
形
成

し
て
い
た
こ
と
に
思

い
を
馳
せ
、
再

び
津
軽
半
島
を
夢
半
島
に
す
る
た
め
、

そ
の
津
軽
半
島
に
自
動
車
道
を
通
し
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
に
カ
ー
ト
レ
イ
ン
を

走
ら
せ
津
軽
海
峡
軸
の
再
構
築
を
は

か
る
た
め
に
も
ガ
ン
バ
リ
た

い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
未
来
思
考
と
新
た
な

地
域
創
造
を
め
ざ
し
て
、
新
世
紀
、

新
千
年
紀
に
挑
戦
し
て
い
く
決
意
で

あ
り
ま
す
の
で
、　
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
下
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
村
民
各
位
の
ご
多

幸
を
祈
念
し
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と

-43(
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‐ 2000年
年頭のご

二
十
一
世
紀
へ
の
飛
躍

市浦村議会議長

浜 田 春 士

＝
民

の
皆
様

に
は
、
新
１
年
紀

昨
年
は
、
全
国
的
に
記
録
的
な
猛

厳
し

い
状
況
で
、
楽
観
の
許
‘
れ
な

い
状
況
で
推
移
し
た
　
年
で
あ

，，
ょ

仏
も
議
長
職
に
着
き
ま
‐
て́
、

――‐

ヒ
円
滑
な
る
議
会
詢
運
営

１１
、
微
ノＪ

を
林
げ
て
参

・サ
ま
し
た

そ
の
間
、
議
会
議
員
各
位
は
ち
Ｌ

よ
り
、
付
民
め
皆
様
か

り
寄
■

一
れ

ま
―
た́
、
Ｌ
か

い
こ
指
■
、
こ
厚
情

積
―
て́
い
る
課
題
が
ぁ

‐，
、
そ
の
ょ

う
な
状
況
ド
で
、
村
の
諸
施
策
、
行

政
、
経
済
■
の
再
前
築
か
―――
百

れ

、́

こ
の
た
め
、
従
来
の
形
式

Ｅ
義
や

一ゝ

「第
四
次
市
ｉｌｌｉ
付
長
期
総
合
計
画
』

を
基
に
―
ン、
村
民
の
た

，…―‐
ヒ
総
ノＪ
を

観
光
な

こ
の
活
性
化
を
図
る
諸
施
策

の
推
准
一に
、
積
極
的
な
取
―，
組
れ
を

昨
年
は
、
＝
民
の
皆
様
の
移
た
な

こ
理
解
Ｌ
ご
協
カ
ＩＩ
よ
司
、
市
――――
＝

統
絆
保
育
一山

一
ア
ト
ム
保
台
田
』
め

開
田
、
一露
卓
斎
苑
』
、
『卜
　
地
区
漁

業
集
落
排
小
処
理
施
設

一
‘′，
完
成
、

ま
た

『計

い
医
学
』
市
――ｌｉ
付
健
康
増

午
午
‐１
、
■
、収
地
区
ほ
場
整
―‐ｌｌｉ
■

場
整
―，ｌｌｉ
事
業
の
推
准
一、
相
内
川
、
＝

川
、
山
Ｌ
坊
サーー
の
河
―――
改
修
の
１１１ｉ
１１１‐
一、

■
に
、

ｌｒｉ
極
的
ｌｌ
収
――
組
た
´
、長

は
た
‥
′
山
付
は
、
一■
か
な
自
■
Ｌ

＝
」
七
キ
・
　

千
「
し
―
ス
ニ
　

〓

―サ
よ

い
生
活
が
付
め
る
村
を
目
指
―
、́

諸
施
策
を
推
准
丁

て́
い
る
ヒ
ニ
ろ
´
、

あ

りヽ
ま
す
め
´
、、
付
民
の
皆
様
に
は
、

＝
Ｆ
年
紀
わ
燿
あ
け
が
皆
様
に
し

心
か

っ
〓
―――
念
申
し
Ｌ
サ
、
新
午
“ ▲「十三湊遺跡」 今年は「日本再発見。中世十三湊フォーラム」が開催される
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▲盛 り上がりをみせた虫送り  ▲桜も満開、相内小ではお花見会か

日   目        目 目  _且__日

写
真
で
ふ
り
か
え
る

一
九
九

九
年
。
二
〇
〇
〇
年
は
ど
ん

な
で
き
ご
と
が
待

っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

▲やまなみバス運行開始   ▲ 5月 、セーフティー300事 業スタート

3か 月間の利用実績は1,015人

▲第 3回十三湖湖上ウォーク

県
庁
議
関
係
者
が
十
三
湊
特
別



耐ιチろ

▲1999年 の夏は暑かった     ▲ふるさと体験交流事業 しうらキッズ99

く

「青

い
医
学
」
健
康
増
進
施
設

「水
の
館
」
が
完
成

●
活
彩
あ
お
も
り
人
祭
典
”
¨
期
間
中
の
ノ、
出
は
四
卜
五
万
人
．

●
第
二
十
回
市
浦
村
共
同
保
健
　
医
療
　
福
祉
計
画
会
議
　
介
護
保

険

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
ヽ
話
し
合
う
「

（
ぞ

ヽヽ
セ
ン
）

▲介護保険について話 し合われた    ▲東京 ドームがまるごと青森     ▲なつかしい顔ぶれが勢ぞろい
第30回共同保健・医療・福祉計画会議    「活彩あおもり大祭典℃9」       関東地区「ふるさと市浦会」

日  □  □ 目  目 目

-437-
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流会

～2θθスカ滲加し、にぎゃかに開催～

「ふるさと市浦会」交

硼

川

劉

川

側

―

―

―

―

交
流
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
市
浦
会
　
　
と
し
て
は
、
市
浦
が
日
本
で
初
め
て

葛
西
孝
会
長
が

「八
月
の
市
浦
キ
ッ
　
　
建
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
健
康
と
い

ズ
で
は
、　
一
生
忘
れ
な
い
心
に
残
る
　
　

つヽ
願
い
に
応
え
る
た
め
、
た
だ
の
温

思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
し　
　
　
泉
で
は
な
く
健
康
を
つ
く
る
た
め
の

村
の
自
然
も
素
晴
ら
し
く
、
著
し
い
　
　
目
的
を
持
っ
た
施
設
を
つ
く
ろ
う
と

発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
　
　
し
て
い
る
こ
と
付
の
現
況
報
告
を
兼

実
感
で
き
た
ご
と
あ
い
さ
つ
、
引
き
　
　
ね
あ
い
さ
つ
．
浜
田
春
士
村
議
会
議

続
き
高
松
村
長
が

「村
で
は
、
海
水
　
　
長
の
乾
杯
に
よ
り
交
流
会
が
始
ま
り

温
泉
の
建
設
に
着
手
し
た
□
自
治
体
　
　
ま
し
た
，

一
太
刀
振
り

・
し
う
ら
音
頭
で
盛
り
あ
が
る

会
場
で
は
、
か
つ
て
の
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
、
親
類
、
友
人
ら
が
再
会
を
喜

び
あ
う
光
景
が
み
ら
れ
、
終
始
に
ぎ

や
か
に
交
流
会
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

交
流
７
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
相

ん
が

「相
内
の
虫
送
り
」
を
荒
馬
と

太
刀
振
り
で
実
演
［
な
つ
か
し
さ
の

あ
ま
り
飛
び
入
り
で
太
刀
振
り
の
行

列
に
参
加
す
る
な
ど
し
、
盛
り
上
が

り
を
み
せ
ま
し
た
．

が

一
体
と
な
っ
た

来
年
は
、
市
浦
村
で
の
開
催
と
な

る
た
め
、
帰
路
に
つ
く
参
加
者
か
ら

は

「
二
〇
〇
〇
年
は
、

かヽ
る
ヽ
」と
市

浦
で
再
会
し
よ
う
」
と
早
く
も
来
年

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

う 後

-437
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伊

藤

朝

子

完

太
田
出
身

東
京
都
杉
並
区
在
住

鳴

海

美

子

え

十
三
出
身

埼
玉
県
草
加
市
在
住

ま
す
´
こ
の
会
に
来
る
と
津
軽
弁
が

聞
け
て
ホ
ッ
レ
一し
ま
す
．
ぜ
ひ
、
ま

ん
買

い
ま
し
た
中
食

べ
て
み
て
お
い

し

い
し
、
ふ
る
さ
と
の
味
が
ヒ
て
も

な

つ
か
し
く
感
じ
ま
し
た
¨

津
軽
弁
を
聞

い
て
ホ

ッ
と
し
た
¨

三

上

直

衛

え

脇
元
出
身

千
葉
県
千
葉
市
在
住

今
回
は
初
め
て
の
参
加
で
す
¨
年

齢
差
を
超
え
て
の
交
流
は
最
高
［
参

加
し
て
み
て
感
激
し
ま
し
た
¨

北

川

ゆ

か

り

さ
ん

相
内
出
身

東
京
都
江
戸
川
区
在
住

成

田

義

則

完

相
内
出
身

神
奈
川
県
相
模
原
市
在
住

付
の
発
展
に
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
る
¨

久
し
振
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
若

か
り
し
頃
の
１１１Ｌ
が
蘇

つ
て
き
た
　
＝

今
回
参
加
し
た
方
々
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
や
は
り

「津
軽
弁
」
。

聞
く
と
ホ
ッ
と
す
る
と
い
う
方

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
二
〇

〇
〇
年
の

「
ふ
る
さ
と
市
浦
会
」

は
市
浦
村
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
津
軽
弁
が
聞

け
る
と
思
い
ま
す
。
。

(中央列右から4人 目が北川 さん)

一 参カロ者は笑顔で満ちあふれていました ――
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▲東京ドーム内に「バータラ、バータ
ラ 」のかけ声が響き渡りましたり

～
市
浦
村
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
～

こ
Ｆ
ド

ー
ム
がこ

青
森

に

―

ど
を
集
め
、
青
森
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア

三
日
間

「活
彩
あ
お
も
り
大
祭
典
９９
」

が
東
京
ド
ー
ム
で
開
か
れ
期
間
中
は



(9)暉 ιチろ

2θθθ年陛界晨林業
センナス胸晴されます
～平成12年 2月 1日 ～

農林水産省では、平成12年 2月

1日 現在で、2000年 世界農林業セ

ンサスを実施 します。農林業セン

サスは、国の農林業の実態を明 ら

の農家などを対象 として行 う「農

林業に関する国勢調査Jと もいう

鶴 :[i]:li
―農林水産省―

::::][‐議よちな霧:裏|二構

:      :      :

く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
警
察
で
は
、　
一
一
〇
番

の
仕
組
み

・
機
能
、
公
衆
電
話
や
携

帯
電
話
か
ら
か
け
る
場
合
の
注
意
事

項
等
に
つ
い
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

昭
和
六
十

一
年
か
ら
毎
年

一
月
十
日

を

「
一
一
〇
番
の
日
」
と
定
め
て
、

一
一
〇
番
の
正
し
い
か
け
方
や
積
極

的
な
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一
一
〇
番
は
、
県
内
の
ど
こ
の
地

域
か
ら
か
け
て
も
、
青
森
市
に
あ
る

警
察
本
部
の
通
信
指
令
課
に
つ
な
が

り
、
直
ち
に
、
無
線
指
令
で
最
寄
り

の
警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
や
交
番
、
駐

在
所
の
警
察
官
が
現
場
に
急
行
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

警
察
本
部
で
は
、　
一
一
〇
番
通
報

に
迅
速
、
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、

一
一
〇
番
通
報
受
理
専
門
官
と
無
線

指
令
官
が
二
人
ひ
と
組
み
で
対
応
し

こ
ち
ら
か
ら
順
番
に
お
聞
き
し
ま

何
が
あ
っ
た
の
か
？

犯
人
は
？

ど
ん
な
状
況
か
？

名
前
、
電
話
番
号
？

を
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
話
し
て

通
報
内
容
を
聞
い
て
い
る
間
に
無

線
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
日
標
め
ざ
し

て
パ
ト
カ
ー
が
現
場
に
急
行
し
て
お

さ
ら
に
、
通
信
指
令
課
で
は
、
フ

ア
ッ
ク
ス
一
一
〇
番
を
設
置
し
て
お

り
、
耳
や
言
葉
に
障
害
を
お
持
ち
の

方
か
ら
文
書
に
よ
る

一
一
〇
番
通
報

も
受
付
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
は
、
〇
一
七
七
―
三
二
―
〇
一
一
〇

（通
称

「第
二
の

一
一
〇
番
し

で
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

一
一
〇
番
通
報
す
る
場
合
は
、

●
現
場
を
離
れ
な
い

（現
場
の
状
況
、
場
所
を
詳
し
く
説

明
で
き
る
）

●
移
動
し
な
が
ら
話
さ
な
い

（電
波
状
態
に
よ
り
途
中
で
切
れ
て

し
ま
う
）

●
通
報
後
は
電
源
を
切
ら
な
い

（警
察
か
ら
電
話
を
掛
け
直
す
こ
と

が
あ
る
）

等
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
性
の
な
い
一
般
的
な
困
り
ご

と
相
談
や
警
察
に
対
す
る
意
見

・
要

望
な
ど
は
、

警
察
本
部
の
警
察
総
合
相
談
電
話

〇

一
七
七
―
三
五
―
九

一
一
〇

（プ
ッ
シ
ュ
回
線
＃
九

一
一
〇
）

や
最
寄
り
の
警
察
署

・
交
番

・
駐
在

所
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

下水道を使用‐す各‐ことができます
十三地区の下水道 (集落排水施設)は 、昨年12月 1日 より共用開始 していま

す。下水道を使用するためには、l・
jで設置 した公共汚水桝 とをつなぐ排水設備

の工事が必要です。

排水設備の工事は下記の村指定業者が実施 しますので、指定業者へ申し込ん

で ください。また、村では希望者に排水設備工事資金の融資をあっせん してお

りますので、あわせて指定業者 と相談 して ください。

【排水設備工事指定業者】
越野水道 (十三)●623115     佐藤水道 (相内)● 623159

丸葉水道工業所 (相 内)●622054  村元水道工業 (磯松)●622∞2

榊工藤電気建設 (車力村)a562042 0サ ンエイ住設 (五所川原市)●343901

丸英設備 (五所川原市)●340103  蜘山口水道建設 (五所川原市)●342996

【下水道の使用料は次のとおりです】

(1)水 道水のみを使用する場合

基本料金 (水道使用水量10ポ 迄1,500円 )及 び超過料金 (1ポ につき150円 )

(2)水 道水以外の水のみを使用する場合

基本料金 (1世 帯1500円 )と 世帯員割合 1人につき500円

(3)水 道水 と水道以外の両方 を使用する場合

(1)の 料金に(2)の 料金の半額を合算



十

二
支
中
唯

一
の

空
想

の
動
物

十
二
支
の
五
番
目
の
干
支
で
あ
る

辰

〈
た
つ
〉
は
、
十
二
支
中
の
た
だ

一
つ
の
空
想
上
の
動
物
で
す
。　
一
般

に
は

「竜
」
と
書
き
、
「タ
ツ
」
ま
た

は

「リ
ュ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

竜
の
伝
説
は
世
界
各
地
に
分
布
し

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
え
ら

そ
の
姿
は
、
お
お
む
ね
ヘ
ビ
や
ト

カ
ゲ
の
よ
う
な
体
に
、
角
を
も
っ
た

猛
禽
類
か
猛
獣
の
頭
、
そ
れ
に
翼
を

組
み
合
わ
せ
た
形
で
描
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
竜
の
性
格
や
役
割
も
、

悪
役
に
な
っ
た
り
、
神
聖
な
動
物
と

し
て
扱
わ
れ
た
り
と
、
地
域
に
よ
っ

世
界
各
地

に
伝
わ
る

神
話

の
中

の
竜

英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ド
ラ
ゴ

ン

ε
『”̈
８
）
と
呼
ば
れ
る
竜
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
神
話
で
は
、
暗
黒

の
化
身
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
英
雄
や

神
々
に
征
伐
さ
れ
る
話
が
残
っ
て
い

イ
ン
ド
で
は
、
竜
は
ヘ
ビ
を
神
格

化
し
た
半
蛇
半
神
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
ま
す
。
雲
を
呼
び
、
雨
を
降
ら
せ

る
力
が
あ
る
と
さ
れ
、
雨
に
よ
っ
て

五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
と
信
仰
さ
れ

中
国
で
は
竜
は
麒
麟
、
鳳
凰
、
亀

と
と
も
に
四
霊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

竜
は
淵
に
す
む
神
秘
的
な
動
物
で
、

水
や
雨
に
関
係
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
竜
は
天
子
の
シ
ン
ボ
ル

と
さ
れ
、
天
子
の
顔
を
竜
顔
な
ど
と

表
現
し
て
い
ま
し
た
。

水
や
雨
を

つ
か
さ
ど

る

竜
神

・
水
神

の
シ

ン
ボ

ル

日
本
で
は
竜
は
神
聖
視
さ
れ
て
お

り
、
古
代
神
話
に
も
竜
が
登
場
し
て

『古
事
記
」
と

『日
本
書
紀
』
に

は
、
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
の
産
屋
で
の
変

身
を
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
見

る
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
が
、
古
事
記

で
は
八
尋
の
ワ
ニ
に
な
っ
た
と
あ
り
、

日
本
書
紀
に
は

「竜
と
な
り
ぬ
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
竜
は
雲
を
呼
び
、
雨
を
降

ら
せ
る
神
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
さ

れ
て
お
り
、
日
本
各
地
に
竜
神
　
水

神
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

困
難
を
乗

り
越
え

て

躍
進
す

る
年

ヘ

「竜
」
の
つ
く
言
葉
で
は
、
「竜
頭

蛇
尾
」
「画
竜
点
晴
」
「登
竜
門
」
な

ど
、
中
国
の
故
事
に
由
来
す
る
言
葉

が
よ
く
知
ら
れ
ま
す
。

「登
竜
門
」
は
、
黄
河
上
流
の
急

流
の
峡
谷
、
竜
門
を
の
は
り
き
っ
た

魚
が
竜
に
変
わ
っ
た
と
い
う
伝
説
か

ら
、
成
功
へ
の
一
歩
と
な
る
難
関
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

辰
年
に
あ
や
か
っ
て
、
今
年
は
難

関
を
突
破
し
、
飛
躍
の
年
に
し
て
い

平成12年 (2000年 )

1月 9日 (日 )

市浦村議会議員選挙の

投票日です。

=忘れずに投票しましょう=

1月 10日までた
=農業委員会まで提出して下さい=

０
０
０
〇
一

村
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お

広
報
担
当
に
な
り
、
は
や
十
か
月
．

つ
く
づ
く
月
日
の
経
つ
の
は
、
早
い

も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
間

出
し
た
広
報
は
八
号
。
（影
の
声
‥

「
二
号
足
り
な
い
で
は
な
い
か
し

新
千
年
紀
の
幕
あ
け
二
〇
〇
〇
年
ぅ

「記
事
は
新
鮮
な
う
ち
に
‥
」
を
肝
に

銘
じ
、
今
年
も
取
材
に
か
け
ま
わ
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
提
供
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（三
不
）

‐438-


